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我家の庭の生物雑記[1 J 

佐今木貞枝
〆

妾高等製校 一 年

5f:l、(式醤萎高女持代から生物の勉強がすきで、よく兄や姉について採集bこいつ

たり、 観察に出カ、りたりしていますが、日常の生活に於いても、よくいろいろ

な事に注意深く翻察する習島が出来て、大慶うれしく思っています。近頃私の

家の庭でいろいろ面白い事が観察出来ますので、こ こに2，3御報告したいと思

います。

(1) ドクガネプイブ-1 AnOluala cuprea Hope ラカンマキ Podocarpus

chinensis Wall. ぞ食害する

之まで、私が不注意だったので分らなかったのかも知れませんが、今年は庭

のラカンマキ (高さ約.';;11) の蜜にたくさんのドクガオ、プ4プ4がついて、 そ

の若葉/，e食害しています。恐ら く何百匹もいることでし，ょう。本種は普通プド

ウの葉之官会審するのでよく人に知られていますが、 Podocarpus屈の樹木を害

することは、あまり知られていない事だと思います。おかけで班、の家のこの木

はあわれな姿になってしまいました。この木にはなお害虫として一種のアブ ラ

ムシがbりますが、白いコナ;a.ふいた明かるい;J、豆色をしています。種名はま

7でよくわかりませんが、伎の橋部で加害します。

(:2)ヤシヤピシヤク RibesambiguUlll J¥thxiJ II・

これは深山の樹上に托生するユキノ シタ科の落葉小糠木で、一名テンパ司

(天梅)、 テンノウメとも呼ばれます。本撞はそれほどめづらしい種類ではな

いようですが.宮崎!擦に産する事は知られませんでした。日野及び遠藤先生の

本鯨の植物目録Cl93i)平問先生の迫力日目録(1948)にも記録されていません。

私の家のものは児湯郡西米良村尾股産のもので、同村中武安正先生の採集寄謄

にか h るものです。(詳細は牧野博士;日本植物図鑑によられたいJ。同地方で

は本種は、その種子がムササピ(方言=モマ)の腹中を一度通らないと完全な

植物にはならないといわれあそうです。

(3)ヲスパキトンボ Pantalaflave"cens Fab.の官宇高

クスパキ トンボ (妻地方では.;J"ントンボ叉は赤トンAぐともいう)が群闇/，e作

って活動することはよく知られています。夜間休息時でもこれは畠の垣根なr
で、群園のまま一夜そ過します。今この群圏の教について、私の家の附近で、

昨年 (1948)夏しらぺた所ぞ述べると次の様です。但し、多少の誤差は菟れま
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せんし、叉性比 (Sex-ratio)も調査不可能でした。

群 固 i間体数(観測 3回平均)

I 4 7 ， 3 

E 3 8 J 3 

J[ B 2 ， Q 

IlIl 4 0 ， 7 

V 3 5 • 0 • 
綿 数 1 9 B ; 3 

弓主 均 ::l 8 ， 7 

以上の様でありますが、それらの性比や光と群圏全体の活動などをしべると

一暦面白い事でしょう。

笈挨随筆に現れた日向の生物栴
.ー

日 局 ヨた

妻高 等製校

亡と
::J 

fj定挨随筆Jは京都室町の豪商捕雨正いふ人が、安永の初年から天明の末年

迄ー今より約百六七十年前一諸幽;fe遁墜して議きとめた漫遊記でるるが、英中

で日向に闘する記事で日向の生物について興味のあるものが多いので、二三紹

介じて大方の参考に供しようと思ふ。

〈一) r-高千穂獄jの僚に次の記事が言うる。これは西臼杵の高千穂である。

製高千穂岳は紳孫降臨我日本開聞の根元也一一…日向園の北地にて、 国は肥

後、北は豊後じ隣りて…...・・麓に十八村有り。絶頂に至る事三塁、峰二ツ聾え

たれば二上識と稽せり。奇厳量産矯多 く皆紳跡なり。就中十位紳といふ事、南五

町許り坂路に、竪八九尺横五六尺なる喜英国有り。毎年自然に稲出ひ出て穣をな

す。則天孫降臨稿、穏を打時て雲!曾ぞ放ひ給ふ遺種なるゆへ千穂峰といふ。これ

そ土人不時稲とも、官i喚問ともいふ。云々

高千穂に天然の稲が生歩るといふのでとるる。私もこのことについて嘗てチラ

ヅときいたような祭がするが、何と解躍す可きであらうか。

(二)さえは日向の鶴と闘聯したこ呑稲のことでるる。

九州には鶴多し。 尤捕る事制禁也。:fq-r郁少し。多くは友色黒色也。日向に
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ては鍋鶴Eいふ。予初彼地に在し時、白鳥をも度々見たり。年4tf阜て希なり。

故に不若手して聞ければ、土人の回、其事也。此謹はむかしより聞を苅取て跡を

捨置ば二番稲生ふ。是右子土問と云。此問へ水な溜置ば、春ーに至り古株より苗

自然に生三、。此宿は春毎に種時せしより米も能、 穀教も倍して出来る也。然れ

r も人:区上智に走りて共事:;æせ?。多に至れば$Ub返 して姿;æ.:与て tj~に充つe 古文に

鶴の下る~f.少し。殊更制禁 言うれども打開る事多き故なり。誠に左 もと おもひ、合

せぬ。云 4

明治の初年頃迄日向の諸所にi鵠が渡って来て居た話はよくきいて居るが、此

鹿で問題にしたいのは、二番苗及干土問のことでbる。高千穂の自然稲と考へ

合せエ、何か興味のbる研究封象になるωではあるまいか。
(三)今日では月並な知識で;-a>るが、円向11，地の野生茶について記戟されてb

る。先づ米良山の士山焼の慣習について佐土Jffi.での話が書き とめられてゐる。

日州佐土原の人云りるは、このjJ~ tul をなすに、茶所八先芽冶 tl:'， すものは茶の

木なれしかれば茶の木上代より我園に有しならんb 其煎服する事はしらぎる

ゆえ捨置しと・覧ゆと。云々

以上は米良が岡地が少いので、 年々山聞の樹木を伐捨て、共跡;aj詰き拶sひ、

粟、 枠、苧などを作る場合の~UI焼についての、賞時の佐土原の話である。恐ら

く前項に述べた鶴と干土聞の事も佐土原できいた話ではなからヨか。佐土原と

債瀬との大休中聞にある田島及天榊一共に賢瀬村の内ーには明治の初年頃迄ぎ

らに鵠が来て居たさうである。

更に叉他の容では失のように同じ意味の事が記されて居る。

ニ子El向閣にありし時、 国人云、米良山など焼士!lほすれば、先茶の木初て生歩。

然れば元来茶は有べしと云へり。

(四)吹は日薩偶三州の竹の種頚についての記事;a紹介しよう。

日産偶には竹数種あり 。孟宗竹は寒中に街あるを以て名づく。太さ二尺絵に

至る宣尺七入寸信常也。然れ rも竹部~ <節の交理一筋なり。放に畿内の人醍竹

ξいふて、 葦の類とするは非なれまた四方竹は四角にして、太さ僅五六寸に

過歩。交州在方竹ま1f正して可なりと、博物志に云是なれ叉一種キンチク ξい

ふ<bT 0 他閣にては見令。太さ五六寸、筋の間長〈 、中の巣細し。性水;a好ん

で叢生す。尤柔なり。園入この竹を四枚に裂て皮なる方をとり絢て綱とし胎毎

ぶ貯点、。能く7.kに堪て強し。云々

三種とも我々になじみの竹でるる。

〈五)青島について女の二三の記録がbる。

「日向折生迫の海に、回り廿町程の小島有り。青島共、歯架浮島ともいふ。
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-一-四時草木経育に・して、世f:にまれなる露草そ生歩。云々

予日向青島に雨度、三月三日に参詣せり。名古関干-の大なる敢株、宮枇の四方

に有し。英外種々異I争L~うりで、花うつくしかりしか供c 島の法令賄し難く、取

事止て師りぬ。

者sぬは貝原氏云、勢語にのせたるにや。香狩鳴にaうれ す可足赤く白黒斑にて
大さ も砲に類すと、日向の閣青島に、背より雌雄ibT 0 島の耐I~使 と す。此島・ ~::l;

五うなればにや ‘ 若~rJ死の物b りて 、 l?i ì!Í<流れ寄るなどの不・浮あれば、此鳥共

地の庄屋の家に来り喧く I滞。

日州折生迫lÍ$:中青島に儲 11i[~子多し。高さで五六尺計り、和訓アヂマサ ι 云蓋味

勝なり。 上代には我閣も悶債の如く、今の茶をI常て食るにや。花1~!rlc3 ~Iì( 口いふ‘

組問、 省~郎、皆貴客之柄、土人過客必薦itt名付く。『

強11il~ 、 其他の珍 らしい植物が今のように自生して活た事・が思はれると共に、

一種の海鳥の存在-T知る。

(六)其・他、伝肥領の大蛇のこと。日向山中に天の1，Hfいふ葉はいちじくに似

て赤く、官は庭栴ににたものがあること。高岡の月知梅のこと。鹿児島に跨香

鼠といふのが居て、共糞臭邸香ににて射るが、器物調度等に大警をなすこと。

臨時に天道大伎といふ自然生の大棋のある こと。 飛:jlïl~射10郷に自然字の蕪のb

ること。等、興味の多い記事の中に、ヨえの一節(よ生物分布製上のー資料;a.提供

てするものではあるまいか。

九州の問、所々に形J伏ち名もしらぬ、我朝にて一向に見思I[ざる木多 く、土人の

云、是等協:渡り鳥の共木の質給食て渡り来る自然と生出で大樹-T成しと云へり

賓も木の賓生じがたきときは、一旦W~にはましめて其の糞中にbるを蒔ば、能

生?といひしも宜なれ舵の波るは、必-9'ソj、烏の後なり。其設は先へ餌とすぺ ，

き小島を渡し置て、 跡より来るも叉かしこし。都て入九月の聞に、北見烈しく

吹事:あれこれを烏渡しとも陪渡しともいふ。この風に乗じて来るとなん。
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巻舌に関する調査

生物皐専攻生

宮崎師範皐校

はしがき

舌の左右雨縁を傘上け戸て筒形になし得る人と、なし得ない人炉、 bるが之が

簡単な遺傍様式によるものらしいことはJすでに京大駒井博士によっで一般に
紹介せられたことである(遺傍VoI.1， No 1， 1947)。しかし舌の巻けない

人が凡そ255彰内外(男子:30%、女子20%)iPることも知られて居り、業後2、e3

の調査も行われている。

本調貸付、本校松懲教官の指導の下に3年生物製専攻生相協力して行った。

I 親子の関係

本調査は宮師附中、市立宮中2校の生徒の家族より資料を得たのであるが、

記載不十分のものや、 H月かに嘘儒と思、われるもの等相嘗あり、之等を除外した

2u8家、 15i8名について行った。中巷けないものは男子835名中184名 (22%)、

女子は74，'3名中 1si名 (22.o96')で;-ibった。(以下傘ける、巻けないや["+.1

["-.1でbらわす)

(1) 雨親が["+.1 r十jなる組は全部で19!:!組であったが、子に [--_1の者の
ある家族(ま85組で、モの中の f-.1の子の組教は4-17名 r-+J [-ー」中12::;名で
Weinbergの同胞法によって補正した比率は1:3.7で少しく比幅が狭かった。

(2) 雨親が r+.1 1-.1なる組は44組あったが、どの組共モの子には ["-_1そ
含み、その数は195名(r十1，-一 I)中 90名でるった。同胞法による補正

の結果は1:2.1で、僅かに比揺は大であった。

(8) 雨視が [--1 r-一」なる組制:25 iI'Jl あったが、本来ならば「十jの子の出
るこ土はない筈でbるのに、 101名中 20名がf"+Jであった。或はこの中に

も不正佳な霊祭1"1が少数あるかも知れないが、 練習其他によって f+Jになり

得ることも考えられる。事賓中には練習書によって r--l¥|になり得る者もるる

し時には，-+J 1"-.1の宇IJ然と直別出来ないこともある。その様なことも此

種の調査には関係して来ることぞ考慮しなければならない。

大体以上の様で、この各舌が簡翠な遺'隊様式じよ るものらしいことは考えら

れる。しかしそ勿表現は複雑で、また特により 練習其他による，-十lもるる様

白である。今度の成額で1ま一般に駒井博士の示されたものより r--J教が少<~2 
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%位になった。或は地方的tこ差異がdうるものかも知れない。 (1-)(2)についτは
APert及Bemsteinの先験法を適用すべきであるが、省略する。

E 製霊に見られる r+.Jr-Jの割合

本成績はー宮師附小、東臼杵美々地小、児湯郡三財小より得た資料の綜合でb

る。今 I"+J["-Jについての人員並に%:a示せば次の2表の様でるる。

製
1: 男

.子

\\-~ 子
年 ;一一
+ 

1 67人 52人 90人 58人

2 67人 33人 61人 30人
・r3、 55人 30人 66人 28人

4 82人 30人 69人 24人

5 101人 38人 87人 ?5人

6 70人 27人 64人 15人

年 11
男 子

11 

女局 。子
E安

十 + 
39，1% 

2 67.0% I 33，0% I 67，1% 32，9% 
る 64，6% I 35，4% I 70，3% 29，7% 
4 73，3% I 26，7% I 74，2% 25，8% 
5 山 % 2Mll m% 22，5% 

6 11 72，2% 27，8% l' 81.1% 18.9% 

以上の如く低皐年にあっては男女共 ['+J 1"-:;-.1大時間じ位であるが、 謬年
の進むにつれて次第に [ '-J の割合は減じ、高拳年では男子27-28%~ 女子は

18-22%となる。即ち駒井博士の示された男子:30%、女子20%に大略近い.全

体的にみた時、男子の方が少しく女子より「一」の割合が大でるる.

乳幼克は大抵舌7，e巻いて乳房J.e吸う ことが出来るといわれ、生長するにつれ

て次第にこの能力そ失うものが出て来るらしい。之がこおにいう r-.Jであろ
うと考えられるが、人種によって多少 f'+J r-JのE容を異にするものらしく
また同じ日本人でも地方により多少差異が見られるのではないかと思う e

生物製専攻生:飯干賀市 岩田敏男 神田橋敦久 七僚桂子藤原千恵子

岩村哲雄 入来和子佐野フジ子瀧一郎宮崎葱美子
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日食時に於ける動物の動作

萱 島 泉

本 庄高等撃校

昭和23年5月9日宮崎地方に於ては、太陽の80%がかける部分食を視察する事

が出来ました.此の部分食そ理論的時間で見ますと、入食が101時46分8秒、食甚

は1:?時14分、復食が13時4.'3分4秒となって居りましたが、 蜜際には観測者によ

り多少のづれがまうったのであります。

此の約 3 時間の中に二、三の蜘移転と毘品の動作を観察致しましたので、此~

に述べさせて戴きたいと思ひます。元来日食時に於ける動物の観察は、よほど

しっかりとした準備を してかからねば、 正確な記録~得る こと は困難でありま

す。

先づ第ーに必要な事は、観察しようとする動物の通常の習性役熟知すること

で、これを知らねば日食王寺の特異な動作;a知ることも、亦その函白さそ見るこ

とも日保ません。次に食の進むにつれて、 温度の下降を来たすものですが、こ

れは親察地によって異るから特に精密な測定;a必要と致します。

今回私が賓験に使用しました蜘妹と昆畠についての観察結果は次記の様で・し

'k.。

1.-クサグ¥モ CAgclenaliJllbatet Th.) 

入食後30分の日時:l0分頃までは、卒常と鑓りがなかったが、その頃より 棚網

の中そ敏捷に動き始め、 10分後には株庇そ盛んに動カ、して、巣そ修稽する動作

に重きった。この動作は普通の獄態では、早朝か夕婁IJにするもので・あります.12 

時25分頃になってやっと 、元の位置に静止しました。 此の時刻は食甚な過ぎて

15分後で気温が昇り始めた待でbりました。それより日食の終了するまで静止

の休勢をとって居りました。

2. シロカ・ネグ.モ (Leucauge blanda L. Koch) 

入食後45分ばかりは脚1:'仲ばし巣の中央に占座してゐたが、それより少し〈

休身動かしたり、 脚を縮めたりし始めた。それが約10分続いた11時40分には、

すっかり脚そ縮めてしまって静止して、丁度うづくまった様子になった。これ

は夜間此の蜘株のとる体勢であります。

3. アシナガグモ CTetragnatha praedonia L. Koch) 

入食より 11時50分までは、 身動きもせi"¥こ静止してゐたが、此の頃より脚を?

縮め始めた.この時の気温は19度8分で入食首時より3度下降してゐた。これよ
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り20分たった12時10には、 巣の中央より移動し木の伎の下側に、脚 ;aイP'1ばして

へばりついてしまった。丁度食甚の時で策湿は18度になってゐた。この体勢は

夜間か日中の暑い時にとる休勢であります.

4. イへパ-1 CMusca dOlllestica L.)及びサシパ'" CStoJl1oxis CaIidtrans 

L.) 

糊の腐敗したものと、ハゼの腐敗したものを2頭同 じ皿の上子置きこれを翻

察台に置いて観察してゐると、入食時には 4 へパイ 5匹、サ ヲバ "'3~ となった

このときダスターにメリクン粉そ入れて、これらの蝿に吹きかけた。体の所々

主仰とが真白な 8~の蝿が出来たがそれでも元祭で-盛んに外の蝿と、餌にとま

ったり他に飛んでいったりしてゐたが、 11時55分頃から蝿全部の活動がにぶり

40分になるi:.nnの上には一匹の蝿も姿そ見せなかった。それで附近ぞきがすと
大部分は物置や便所の板壁に静止してゐるのそ見出した。自のマーク~つけた

削もその中にゐた。此の欣態は12時:Z5分まで続いて、この聞に地起があったが

矢張り 一匹の蝿も飛ばなカ、った。

12時25分そ20f少過ぎたとき、マークのあるサシパ 4 が-~餌に も rってきま

したι12時35分に又一四のマークのるるサシパ4が蹄って来て、 12時40分にな

るとぶんぶんと蝿が自分の周囲をとび如めました。 12時55分頃には元の様にう

るさい程活溌に活動し始め、復食の13時45分には餌にイへパ'"15四、 ( マ -~

のあるもの3芭)ザシパイ 7匹(マークのある ものさを部)が集ってゐた。4ヘパ

4でもサシパ4で も段初に餌に飛んで来たのはマークのあるものであ・りま七た

5. イヌマキノ アブラムシ (Neophyllaphis pedocarpi Takahashi) 

通常この昆虫の集倒的な移動は余り見受けられない所でbりますが、入食の

前10分頃より、寄主のイヌマキの校や葉から幹ハと移動~開始して、 11時20分

には早や枝や葉には一匹も姿がなく 、何千匹と云う此の昆虫が斡に集合してゐ

?と11時30分には次第に下降し、上に向って移動するものが殆んどゐなくなって

食甚の12時10分頃には幹か ら地商に這ひ出してゐるのも居りました。 12時25分

になると活動が止まり、全部静止j伏態に入り、これが約一時間続いて、 13時20

分に保つ陪つ動 くものが出て、 13時30分には一同の移動が上の方に向って行は

れ、 復食の13時43分には幹ぞぞろぞろ と這って枝、 葉に向って移動して居りま

した。 その移動も13時になって大休終了し、以前の如〈枝、 葉に静止し集圏生

活を始めました。

以上のことがら令部論づけて種々考察しますと大鑓商白いのでありますけれ

ども紙面の都合でこれ芦けに致します。

=(3)= 
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アブラムシに関する2つの観察

初J 野 昭 f:it 

萎高等製校

本年夏休を利用し表題の如き親察.a行ったので、こおじ間輩に報告する.供

試ア プラムシはキピクピ V アプラム シであるが、 宣3会主主行 うに首って種々お敬

之旨ねがった本校日高次官先生に厚 くお鵡申上ける.

1 雌親虫の胎生について

アプラ虫類説草|生(矯)。生殖をすることはよく知られているが、その胎生の

猷態を詳しく善かれたものは殆んどみない。彩、:ま本年額fEt鏡下で親雌虫の形態

観察中、偶然にその胎生のj伏態をみることがlU1t-Eたので、bりのま h その蹴a
.aお知せする。

最初仔虫が産れる時には、 燭魚、絞-a'ち Jめたま h 尾部から先に出はじめる

ーが、その時さすがに親は腹部そ累張したり、ゆるめたりして出産をたすける。

弐第に仔虫が外部に現われ、いよいよ頭がぬけか 泊る頃になると、はじめて各

絞そ動かし始める。仔虫は最初は全休淡糞色で時間の経過と共に色の深さそ増

してくる。 私はこの時2匹の仔虫が連続して産れるのぞみたのであるが、最初

のが産れるのには約20分、後のが産れるのには40分位かおった。

私が翻察中、次第に仔虫が外部に産み出されて、もう 燭角も現われ、しきり

じ脚ゃ燭角.a動かしていたが、どうしても親から離れるこ とが出来今、10分{立
もがいていた。その中に背中をグーツと反らしたり、 下商に曲けたりする運動

を3-4回繰返し、迭に後の2本の脚で-親虫の体につかまって離れてしまった。
幼虫は産れてすぐからアチ才チ歩き廻るが休の割合に吻が長い。

2 東温とアブラムシの歩行速度

気温とアブラムシの歩行速度との関係を観察したところを述べると、 1親叉

は1仔虫.a各1分間にrれ丈歩 くか3回計りその卒均をとってみると弐の表の様
で言うった。但し之は室温で言うるので、他の要素の影響も考えねばならなρが大

体の傾向は覗えるを思う。

¥¥‘温度f橋氏) 25.5 27.0 29.0 30.0 
歩行姫様(crn)

I ~ I 151lJ| 
~2 ， 1 

成 虫 6，9 I E 9，2 IH 19，8 13，3 I K 
8，5 1 14，9 I L 20，6 

I ~ I 65idl 
3，4lg | 

;jiljl jj?l 
幼 虫 2，9 I e 3，9 ! 11 

2.6 I f 3，5 I 

アルハベヅトは供試虫そ示す
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米良地方の昆虫相研究(第 1報)

松 I畢 寛・中武千治・板橋敏7e

宮崎大接生物製教室

はしがき

米良地方の昆虫については、之迄殆んど何等の紹介もない様でまうるが従来余

りこの方-面の研究家が訪れなかったからでも あろう。 しかし自然的降件ぞ併せ

芳える時、首地方にも可成多数の注目すべきものが見出されるのではないかと

思う。筆者等は咋春(1947)より此地方の昆虫について調査を行っているが未

t~前途遼遠で畿何の資料も得ていない。し:か し、 之迄に明かに し得たものをま

とめて初回の報告とする.

I採集昆虫

A 双麹目

(1) シヨクガパエ科・

ハナア ブC30/Y-48村所、 3/'1-48二軒橋〉 シマハナア ブ (30/V-48村所

8/'1-48二軒橋)才才 ヒラタアブ('2/司-48村所) ヒメヒラタ アブ (1/刊-

(8村所) ピロ クドハナ アプ (2lVI-48村所)クロベツコクハナアブ (2/VI-

48村所)ネアキナガハナアプClO/V-48村所)

(2) カマンぶ科

キリクジカマンボ(1/'[-48村所)マダラカマシポ(1/VI-48村所)ノヒラ

カマンぶ (1/百-48村所)

(3) ツリアブ科

クロパオ、ツリア ブ C10/VJI[-48尾股)

(4-) -ムシ ヒキア プ科 ー

シ才 字アプ (20/Y-48村所)アシナガムシヒキ (30/V-48村所) ムシヒキ

アブ。0/V-48村所)オオ 4シアプ 0/'1-48上米良)

(5) アプ科

アカクシアプ (20/"11-48村所、 10/咽-48尾股) ヤマトアプ (20/"11-48村

所、 10/祖-48尾股) -1ヨシロ才ピアプ (7/唖 -48~'寸所 、 10/咽-48尾股)キ

スヂアプ (20/班-48村所、 3/¥1-48二軒橋〉 ヨスヂメ クラ アプ (15/v-48 

村所)

(6) フンパエ科

=(10)= 



ヒメフンパエ (30/Y-48村所〉

(7) ハリパエ科

セスデハリ.パヱ(I・5/Y-48村所) シマハリパエ (30/Y-48村所)カイコヲ

ジパエ (::;0/Y-48村所)

(8) イエパエ科

イエバエ OO/Y-48村所)キンバエ (::;0/V-48村JiJD ク ロ パエコO/Y-4，~村
所)

(9) シ7 パエ科

シマパエ (30/V--.，i8:村所、 ゐ'[-48二軒橋、瓢丹淵)

一(10) サシパエ手斗

サシパエ (:JO/Y-48村所、1'1-48上米良)

(11)カ科

才才クロヤブカ(:JO/Yー-18村所)アカ 4エカ C30/V-48村所) シナハマダ

ラカ (20/羽-48村所)

{12) プユ科

.5illluliUlIl sp. c1 /班-48村所、上米良)

(13) ヌカカ 季ト

CuIicoides sp. (20/V-48村)jJf)

B 脱麹 目

-(1) ミヅパチ科

クマパチ (30/vー制村所、1/"¥'[-48市房山)ミツバチ (30/V-48村所) 1-

ラマルハナパ チ (30 1 羽→~8尾股)クロマルハナパチ(1 /''[-48村所) パ ラ

ハキリパチ (20/'i-48村所)

{2) スいメ パチ科

モンスマメパチC10/VI-48村所)スザメ パチ (30/V--48村所〉 クロスザメ

パチ (30!v-48村所)フトフタオピドロパチ (20/Y-48村所)ク ロパネド
ロパチ (20/V-48村所)コアシナガパチ (20/V-48村所)キぶシアシナガ

パチ (2f'11-48村所)

(3) ツチパチ季ト

ハラナガヅチパチ (30/V-48村所〉

(4) ベツコクパチ科

ベツコクパチ(1/¥'1-48村月Jf)

(5) セ-1-<1<'.7-科
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‘¥ 

オオモ 4ポク(15/Y-48村所)

(6) アリ科

グロ才才アリ (30/Y-48村所、 1/班-48市房111)ムオ、アカオオプリ Cl/lI-

48市民山〉トグアリ O/''l-48-r行房I，li) 

C 鞘 趨問

(1) クワガタムシf十

ヒラタ クヮ f:iタ 00/11-47村所〉

(2) コガネムシ科

カプトム シClO/iI-47村所) ナ王コガネ(10/¥1-47村所) コパナムグリ

(SO/V-48村所、l/"l-48上米良)キ 4ロコガネ(10/羽-47村所、 1ノ"¥'1-48

上米良)サクラコカ'ネ(10パ1-47村所)アカマダラコガネ (10/"¥1-47村所

10/'1i-4.7二軒橋)セマダラコガネ (50/Y-4S村所、 10/羽-47瓢丹淵)

(3) タマムシ科

タマムシ(10/\1-47村所、 10ノ '1I-~8尾股)ウパタマ(10ハ}-47村所) ア

オ寸ダラタ-v(2/'1-48村所)

(4) 才サムシ科

オオアトホシゴミ (2/W-48村所)コヲヤ (10.'W-47村所) -v}レガタゴミ

(10/¥1-47村所)

(5) ハンミヨク科

ナミハシミヨク (10/11-47村所、 20明--48尾股〉

(6) グシゴロウf.3ト

ナミグンゴロヲ(10/¥1-4.7村問、) シマグンゴロク(15:Y-48村所)

(7) 王ツ。スマシ科

才オミツ，，7..-vシ(10パ1-47村所〉
(8) シデムシ科

ベヅコクヒラタシデムシ (2/VI-48村所、 10/弧-48尾股〉

(9) テントクムシ科

テントクムシ(1/唯一48村所、 20/m-48尾股)ナ、ホシテントク (3u/Y-

48村所)ヒメカメノコテントク(10/Y-48村所)

(10) ゾクムシ手;1・

オオヅク(1/U-48村所)

(11) ゴミムシグマシ科

クロキマヲリ(10/¥1-47村所)
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(12) ホタ Jレ科

ジヨワカ 4ぶン(10/可，1-47村所)グ、ンクボタ Jレ(10/司-47村所) へ4クぶ

タJレ (12/11-48村所)

(13) カミキリ科

ゴマダラカミキリ(10/司-47村問、 20;羽-48尾股) ラミーカミキリ

C10/iI -47村所) ミドリカミキリ (20/Y-48村所) ベニカミキリ (20/Y

-481:寸所)

(14) ハムシ季十

クリハムシ(10/¥1-47村・所、 10/百-47二軒橋)クロクリハムシ (SO/Y-48

村所)

D 鱗趨目

(A)蝶類

(1) アグハチョウ科

アグハチヨヲ (10/羽-47二軒橋、 30/Y-48村所、 1/¥'[-48上米良)キアグ

ハ(1 0 d[ -4.7村所) クロアグハ (10/iI-47村所、 1/iI-48上米良)ジヤヨ

クアグハ(1;11-48村所、上米良、市房山)モンキアグハ(10/''[-47村所)

ア才スヂアグハ (10111-47村所、 10/W-47二軒橋、 30/'ll-48尾股)

(2) シロチヨク科

モン シロチョワClO，''1(-47~~丹ìJ#! 、 30/ Y-~8村所、 1 /'1( -48上米良)ウス

モン シロチョウ(1011-47村所、 }/¥[-48上米良、叩/刊-48尾股) キチヨ

ク (101'J-~7村所、1/\1-48市民山、 30 /唖-48尾股) ヅマグ.ロキチ ヨク

(18/¥1-48村所)モンキチヨヲ(月/1'1-48村所、二軒橋)

(3) マダラチョク1斗

アカギマタダeラ(臼30ιiY一4錦8村F所片、1ν/ハ'1一4甜8上米良、市房山)
(4) $ジFヤノメチ三安?ウ季

ヒメ ジヤノメ (α30，'y一4必8村F所R、2却OiY一4必8板谷)キマタダ手ラヒカググ‘ (10/VI一477 
村所、 1ν/パi'l一4姐8上米良〉 ヒメヲラナミジヤノメ (口10伽1"刊1一4釘7村村.所、 1ν/.唱刊一4錦8 
-上ト米良、 3/刊一4佑8二I軒軒宵肝.橋、 瓢丹淵) クロヒカグ (30/V-48村所、4/"-48

尾股〉 コノ マチョウ C14/V-48村所、 lIVl-48上米良) クロコノマチヨ

ク (2/¥1-48村所)

(5) タテハチヨクf斗

アカタテハ(10/百-47.三軒橋、2''，¥J-48村所、7湿-48尾股) ヒメアカタ

テハ (30/V-48村所、 11百-48上米良) )レリタテハ(17/Y -48付所)キタ
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テハ (31.v-{8村所)オオムラサキ (2，'5'¥1-481'寸所)コムラサキ (25/11-4

8村所)クロ コムラサキ (25〆17-48付所)イシヵ・クチョウ (30，V -48，(;寸所、

26/ ~1[ -48尾股) クヨギンヒヨクモン(:)!11-48A寸}iJT)ギンポシヒョウモン

OO/'~ --47村所) ツマグロヒョウ モン 00¥1-47村所、10ノ1]l-47二軒橋

7; Y1[-48尾JjJt) クモガタヒヨクモン (:301¥7-48村所) クラギンスデヒヨヲ

モン (3，¥'1 -48村所)メスグ‘ロヒヨクモン(10:¥1-"17村所、 1" 1( -~8上米良〉

才才クラギンヒョウモン (νVl- ~8上米良、ヌ/ 11-48村所) ゴマダラ安ヨ

ワ(30/V-48付所)ミスデチヨク(7/VUJ-48尾1支)コミスヂ(J0/\I-~7村所

1，'1'{-48上米良、市房山) ヒト昇、デチヨヲ (3'¥J-48村所) テングチョウ

(7/¥1 ~48付所)ヒ才 F シチヨク 011-48市民山)

(6) シいミチヨク科

シいミチョウ (1011-4:7村所、;j，¥I -4iI二軒橋) ペニシ，--~ (17 /'V -.J8村

j祈)ヤマトシ，<~ Cl 7/ V-~8村FIJí) ツ.ノfメシゾミ(17/V -48t寸所)ムラサ

キシσ王 (30'V-48付所、 111~，18上米良)クラギンシマミ (Bnf -41)村所〉

}T 1) シ，<~ (27/¥1--8尾股う

(7) セ〉リチョウ科

4チモンクセ ぉリ UlO'V-'!8村)VDダイミヨウセ h リ (1/¥1-48村所)才オ

チヤパ4、セ〉リ (101¥1-17村所)キ マダラセ〉リ (27/'11-48村所) ヒメキ

マダラセ〉リ (7/vln -48尾股)

B 蛾 類

(1) ヤママユ科

才テガミヅ守ア才 (7 〆VHI-48;~ ~支)

(2) ヤガ科

才才乙ィラホシアッパ (11"VI -48;f:寸j祈)

(3) シヤクガ科

ヒヨクモンエダシヤク (30，V -48村所、 1/'11 - ll-8上米良つ ウメエダシヤグ

(30/'11-，18付所)

く4) トクガ科

ヨツぶ・シホソパ (2/Vl-~8村所)キシタホソ〆 (80/V-48村所)アカスデヨ

タガ (30/'¥1-48村所〉ベニヘリコクガ (2/班-48村所)

(5) メイガ科

ニカメ 4ガ 00/V-48;f:寸j引)

(6) マグラガ科

ウスパツバメガ(10/W-47村所)才キナワルリチラシ (20/1X-48村月f])
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E 毛麹目

(1) カヲトピクラ科

ヒグ、カヲト 5クラ (50jV-48村所)

F 長麹目

(1) シリアグムシFト

ヤマトシリアグムシ (30/V-48村所)

G 脈麹目

(1) 八ピトン.;Jq，;t

ナミへピトンぷ、 07/1-48村所)

(2) ワスパカグロウ科

ウスパカダロク (7/VJ[.-48村所)モンクスパカグロク (7/¥'1[-48尾股)

H ヰ麹目

(1)セミ科

クマゼミ(1¥1ーn村所， 10/ W-47二軒橋) ヒグ・ラシ(15/唖-48村所，

25/羽{-48尾股) ミン王ンゼミ 00/11-47村JW，251羽-48尾股) ハルゼ・ミ

(1511 -48村所)ヅクヅクボヲシ (27/羽-48村所， 10jVl[-48尾股) アプ

ラゼミ(JI)iJ! -48村所)ニイニ4セ司王 (10/¥'1-47村所， 5/'1-48二軒橋〉

(2) ミミゼ・王科

ミミヅク (30/V-4-8t寸所)

(~) ヨコ パ4科

ツマグロヨコバイ (2，¥1-4鮒所)ツマ夕、ーロ才才ヨコパイ (30/y-48村所〉

(4) カメムシ科

ア才クサガメ (:;0，1-48村)lJf)ナガメ(1¥'[-48村所) シラホシムラサキ

カ'メ (SO/1 -18村所)アカスデキンガメ(1丹羽-48村所)

(5) サシガメ科

モンシロサシガメ(8.0，1 -48村所)

1.附虫令 目

(1)ヤンマ科

才ニヤンマ (JO'¥! -47二軒橋)ヒトスデサナエ，(30/V -48村所、 27/班-48

尾股)

(2) トシ.>]，-科

シ才カラトンボ (10/荘一47村所、 27l¥!_18尾股)才才シ才カラトンぶ

一一一一



(30/V -48村所)ウスパキトンぶ (101¥1-47村所、 27/，，"-48尾股) ナヅ

アカネ (30/1，[-48村所、 25/VlI-18尾股)シヨクジヨクトンぶ(.'3/1'1-48村

所、 25/W-48尾股)タカオ、トンぶ (25/百-~8尾股)

(3)・カワトンぶ科

ミヤマカワトンぶ (25/W-48尾股)ハグロカヲトンボClOt¥'I-47村所)

J積麹固

く1) カヲグラ科

カヲグラ一種 (25/¥1-48村所)

K 直 '遡閏

(1)パツタ科

4ナゴ (20/¥1-481ぉj所) セスヂツチ 4ナゴ (31¥1-48村所) ナキ4ナゴ

(~ / ~I-48村J~D

(2) コオロギ科

ス、マ守ム シ (α20町/lX一』品8付付.月所J庁I、J上卜4

(3) キリゴキギザザ.リ ス宇科科!十. 

キリギリス (27/V![-i8村所) クツワムシ (24/IX.-48村所) クマオ 4ムシ

(7/溜-48村所)

(4) ゴキプリ科

ナミゴキプ司 (3ノ¥1--~8村所)チヤパネゴキプリ (30/ V-48村所〉

(5) クラ科

クラ (30/V-':I8村所)

E線括
以上採集した11問、 58f.-'1・、 177種の昆虫(中種名不詳3)ぞ描けたが将来舟多

数の昆虫が判明するで自うろう。今第1四分とじて悲に掲け光之等の昆虫につい

て一、二述べれば次の様である。

(1) 大多数のものが厨く日本各地に分布するものであるが、さすがに山地種

が多い。

(2) 西米良地方は冷涼な地方で、無温も本懸と しイは可成低い所であるが南

方系の昆虫も敷積見出される。即ちモンキア夕、ハ、クロ コノマチヨ 夕、4

~ ガクチヨ夕、才キナジノレリチラシ等で、村所地方は亦之等の昆虫の多産

地主てじ注目すべき地方である。
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高岡本庄地方に於ける松喰虫に就いて

上 坂 名

本庄高等感校

私が絵I食虫に就いて研究:a始めたのは今年の5月であったe 乃月より今円に

かけての研究報告:a述べて見ょう。主な調3主亙域松高閥、本庄の町境にある境

野の坂、及び11、の家附近の害虫の加害i伏況でbる。坂と云っても長〈且つ賢い

ので多くの困難~:æ生すると思ったので先づ雨夜J或の略園を茜きそれに松の立木

数を記入した。境野地方ぞさらに 5 直に分割し、私の家附近~2 障に分自l した

似る所が多いのでまとめて述べて見る。

1 lil!の松の組本撤~O本、被害木10本で' (bる 。 2 直の組本撤回本、被害木 5 本

6直の組本童文:i7本、被害木10本。 H豆の総本数22本、被筈木1本。 ろ障の組本

撤37本、被害木 1本でるり私の調査区域内で1希軽少なるu[で富うる。箱、の家附

近では、 11@:の締本数90本、被害木23本、 21ilIの締本数8]本である。以上は境ー

野(便宜上我が家附近を伊勢原といふ)及び伊勢原の立木の被害木正の割合で

ある.

次に各答虫の加害放況に移って見ょう。始めにキ 4ロコキクヒでbるがこれ

は枯木には殆んどその姿を認めないが私の見た所の健全な立木にでもほとんど

全部穿入している。これは主に校部であって、幹に多数群生するのは稀であっ

た。この虫について不思議に思ったのは他の害虫が塁手入している木には必歩こ

れが穿入しており、叉これが穿入していない木には他の虫が穿入していないこ

とでるる。との虫是認めたのは7月10日に成虫ぞ3匹、 9月15日成虫2匹幼虫1匹、

10月2日枯木の枝t健全なる木の枝とがすれ合った所に5匹、認めたのは小指大

から太指大の枝が多く直径 1 粍内外の孔を聞き、皮下~喰ひ破り後に髄に向つ

τ喰害している。
ヨえはマツノキグヒムシである。これは枝幹棋と所嫌わ歩喰害しており、多数

群生しているのでその加害も叉大である。これの喰害方法は二遁りある。一つ

は成虫が斡に穿孔し形成唐を縦に約 5 糎位に喰しいわゆる母・孔~作るこれに産

卵するのである.産卵された卵は僻化L母孔より左右に向つτ喰害する。これ，
はヒパノキクヒムシと同じ喰痕で8うる。一つは成虫が飛来穿子LLその地鮪より

四方に擁がる如く畿僚もその不規則な喰痕を示すものであ喝。前者は主にδ月

以降6月上旬にかけてのものであれ後者は9月より現在にわたるものであ

る。この虫は一般に多くて到る所で見るものであるが特に枯死の倣態にある木

-(17)= 



に多く見るのである。私が見た所ではーク所に成虫 1512fを認めたのが最後で

その月日は10月18日であった。

l、ピ 4ロカミキリは一般の天牛科ιこ属する害虫と何鵠鑓つ?と所がないが

(j)日寄北k抗)春季に洞化した成虫は直ちに他の木に産卵する。附化した幼虫は

徐々に艇{ヒ地黙を喰客し大じなるに従って活溌なる運動主主観け、rtJ厨く且つ早

〈上部或は下部に向って喰害して行くの:pbる。そ して大休日月中旬か ら10月
下旬にかけて産卵附近より約五棟段上部より樹芯に向って穿孔して行く 。直径

約一阿佐。幼虫の体長3糎内外でbる。樹髄部にI食入った幼虫は上部v二月って

7乃至10椀[す.喰害する。。そしてこの位置に可越冬するのでbる。大休イ本長も長

〈食慾も旺盛なる放医少数ではああが，そ:れがあたえる守は他と比較にな らぬ

縄大で言うる。布、の見?と所のl食管問診]fif立で表はせli平均長さが;j1・5"烈 ，巾
が五縄，深さ三耗となりますn 一寸忘れたがこの虫の潜伏イウ置はfφの「ド部でb

る
。

最後にシラホシサ.クムシであるが， これがあたえる所の客は大したものでな

い様な策がする。何故な ら {~{，これがす:入した木は殆んr枯死しており，腐敗
物に寄生する所のシデネシ下lの虫が多〈寄生しているので分る。潜伏位置は斡

の下部でj手皮に直僅百ー粍内外の孔を開いてい'6。これそ認めたのは10月10臼が

最初で診りこの時成虫-a2匹，ガJ虫ZE3匹で乏った。こすlJ;J後たびたび見か

りるが，今年の多が1長旬、故か 12月にはいっても皮下には多くの幼識を見た。

l食害痕は縦横無量産に[み 泊予lがはった様て、ある。

以上で私の調査を終ったが未だ日数も少く調査に闘する参考書もなかったの

で唯自分の賓際じ見た事，思った事な霊長いたのである。それ故濁断的な所がb

ると思ふ。皆様の御批判/j:>願ひ，今後この研究調査を正しく鈍行し早くその正

確な結果な得たいと思っている。

9月:j0臼に不明の過を見付けたが未だに分らない。これに就いても早 くそ

の名そ知り たいと思っている。
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日本脳炎さ宮崎!擦の蚊類

松，滞寛

宮崎大;車生物製撃を呈

はしがき

持者でも護身芸者でもない私が人間ω病気つこ とについて書く ことは毘に不遁
首でbるが、尊問勉援の傍ら衛主'芸品の調査研究-2:'行っているので、日本脳炎

に摘する?z-識的なもの土合して本騒の蚊技に闘する調査の一端を述べる。

1 日本脳炎という病寄託

一径の Virusによって起る正買われる FI本脳炎は、古くか ら我闘にあったら

しいが、之が一次患として認められる様になったのは大正8年頃で、 叉法定侍

染病0)取扱をする様になったのは観く最近のことでbる。

本病iま位J東に康く分布し、日本の外f911f:1l、中間、 f;t湾‘沖縄、朝鮮、満洲、

シベリア及沿海洲等に擁っている。世界各地に類似の流行性脳炎がある様で、

就中北米のセント・ Jレ4ス脳炎、法iHlのX病、ロ シアの森林脳炎 (春夏脳炎)

等有名でミアフリカ中部にも同様の疾患があるらしい。

本病の潜伏期聞はよく分らないが、種身の程度の高熱を以て護病し、 頭痛、

食慾減iJ1i時にはnm.吐を催すこーとがるる。 熱の上昇につれて意識r，t，次第に不明瞭

となり 、l陪言-2:'饗したり、 興菅、不安のが(-2:'皇したりする。また上下政、項部

の航直、昏/liff扶態にF色る事等も稀でない。高熱は数日間稲留して会:に叉は徐4

に解熱し、微熱を機器する。護病後10日内外に死亡する者が;最も多 く、 極期を

経過した良好な者は其後衣第に意識依復し、強直も止れて来るが全治にほ:，20日

以上-2:'要する畿である。

賓際には死亡率は20-40%と言われるが、ー般に老人に高 く、叉，躍病吾容も老

人に高い棟でbる。夏の策温の高い時に蛍生が多いが、日本に於いては南部地

方に多少流行が早い様である。

日本の馬脳炎が日本脳炎と企じ病板、によって起ることが披井氏によって唱え

られているが、近来北米のセント・ Jレイス病も亦馬-2:'犯すことが明らかになっ

た。反割に動物の流行性脳炎であって人聞にも感染するものも言うって、此種の

疾病はなかなカ、面倒である。

昨年(1948)は全園的に本病の喪主主が多かった様で、宮崎l院にも多数の患者

が護生した。 '9月初日迄に届出のあった患者数は62名の多きに上り(真正39名

疑似2.'3名)内17名が死亡し?と。本年(1949)年は買.正、疑似合して72名、中25
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名が死亡し?と。

2感染・ 経路

本病源休の感染経路については、直接感染即ち患者の泡沫飛散と、蚊による

媒介感染の 2経路が考えられているがも 最近は後者が相嘗に有力の様でるる.

之は昭和8年に士三田村及山田雨氏によって靖国され、業後多くの研究がなされ

た結果、益q 有力な説として認めらるお様になった。

夏季に於ける自然の蚊から Virusの詮明せられたものはアカイエカ 、コヵ・タ

アカイエカの2種であるが、人工的にはこの2種の外更にヒトスジシマカ、ト

ウゴクヤプカ、ヤマトヤプカ、才才クロヤブカ、シナハマダラカ等が有毒蚊と

なり得るこ 止が知られている。 最近では侃鳥獣に寄生するダニ類も媒介者をな

りうることが激想されるに至ったが、其他のi民血毘5誌の中にも或は媒介者が得

することかも知れない。

3 宮 崎!需の蚊類

宮崎県系の蚊類については、一昨年来私がH段々に調査iZ?す弘めているが、未fざ

・左程多種類のものを賓見じていない。之迄に明かにし得たものは次の8種(中I

種は未査定でb るが、上越の如く蚊による媒介が近来益々重要視さ t~~、る折

柄、大方の注意をl喚起したい。

1. Culex CCulex) pipiens var. palles Coquillet Cアカ 4エカ)

2. Cluex (Cu1ex) tritaeniorhynchus Giles Cコガタアカ 4エカ)

3. Aedes (Fin1aya) japonicusτ守leobald(ヤマ トヤプカ)

4. Aedes (Fin1aya) togoI Theobald (トウコ自クヤプカ)

5. Aedes CStego1l1yia) albopictus Skuse (ヒトスヂシマカ〉

6. Aedes CStegomyia) sp. C種名未奈定)、

7. Arllligeres CAIll¥igeres) obturbans Walker C才才クロヤプカ〉

8. Anopheles CAnophC'les) hyrcanus var. sinensis Wiedemann (シナハ

マダラカ)

t ' 
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オキナワルリチラシ Eterusiaaedra Cle止に就いて

中 武千 ムム
t口

宮崎臓にオキナヲ Jレワチラシ Eterusiaaedea Clerkの産することは既に橡

想せられていたが確震なる記録は未忙なされていない。唯江崎悌三博士の論文

l隠岐に於りる注目すべき二三の昆虫.J (動物事雑誌、 vo1.53，No.6， 1941) 

の中にEI7.k.隆氏の談によって宮崎!聴に産することが記録されているが産地等も

不明で・長しい記録はなr。

筆者(ま本年 (Afl:2S)9月20日児湯郡西米良村村所に於いて本種。〉雌そ採集し

たので、 いよいよ宮崎!揺に産することが明瞭となった。向日 はflliにl頭-a鷲見

したが捕躍することが出来なかったりれ共村所附近には相官棲息するのではな

い刀、と思う.

本留は之迄に室潟、沖縄の外、繭岡(豊前)筑前沖ノ島、劃島、隠l技、和歌

山(紀伊)奈良市等に産することが記されているが、宮崎l醸(村所)にも確賓

に漆し、立た自然的捺件-a考えて、鹿児島軒、にも産するのではTμ、かと思う。

米良地方の昆虫相に詞しては昨春よh調査在行っているが、(本披にその第1報
を報じてbる)今後注目すべきものが相嘗見出されるのではないかと思う 。南

方系の見虫として村所附近にはそ yキアゲハ、イシヵ・クチョウ、クロコノマチ

ョウ等の牒類ぞろけろことが出来るが、何れもこの地方に多産する。

文献才u也について.{iiJ設示下されたjし大農製部自*隆氏に共同研武者松様板橋 i

雨氏と共に!感謝J)意在表する (17 ω 1O .W~8.)
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電話地下ケーブノレに障害を輿える昆虫

中 島 茂・清 71< 薫

宮崎農林専門撃校

過去に於ける地中の電話クープJレに障害/j:'奥える昆虫として見聞し?としのそ

bぐれば次のようでbる。

時期 場 所 種名

1929-1931 東海道沿線…・・ ・…固い………フタヅノナガシ ンク 4

19・i4 前 (Il(合濯信司管内一.. . ~ . . . .…ハラジロカツテプシムシ

194:3-194与 前東京記信局管内んいー……シロスジカミキリ

1917 前青森熊本語信局管内……υ カミキリ 及タマムシ類

]948 前賢烏漣信局管内… …..……クパタマム シ

其の後前熊本遮信局管内の都娘、飯野聞に障害が頻穫して、障害部に動物の

歯痕主主認めるのみでいづれの種類に属する凱物なるかは不明であったが、 障害

個所は松林.::eJ通過する所訳、又は松の桜に接近した庭に限定して居る事賢主吉

見て、松樹と関係/j:'有しE地下部に棲息し松の根に添点、て活動する昆虫による
ものと推定し、 1947年以来研究そ初めすでにカミキリ;f'>I.~こ属するク官カミキリ

CSpondylis bupr告stoidesLinnaeus)の幼虫による加害であることを明かにす

ろことができた。関みに本クーフソレは14~島j搬詮布クープJレにて、戦時中に製作

さ~"Llと も ので言うる 。

本研究は筆者等が前熊本遜信局の依頼によって行ったもので、前熊本遁信局

工務部の関係各伶並に前宮崎電気通信工事局の援助によって行ったこ kそ記し

深甚なる謝意そ表す次第である。情本研究の結巣は後日一括し護表するがここ

には其の結果の要点在報告するに止めて置きたい。

I虫害 K闘する研究

(1) 昆虫に因る地下電話クープJレの障害は近来に到って前熊本、民島、青森

遁信局管内に頗護じて居て、之等は主にク ロカミ キ9幼虫とヲパタマムシ幼虫

に因23虫害である。

(2) 元来ク ロカ ミキリ幼虫及びクパタマムシ幼虫の唯餌は松樹の地下部でb

るが、l食餌の不足するときはクープJレの鉛被/j:'P食客する。従って該虫に因る障

害(ま松樹林の地帯に多い。

(:}) クロ ーJレピクリンの該虫に劃する牒蒸は最も有効で、 地上に於てはグ"
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-，レゼグリシの標準使用濃度にて1005'6の設虫η~示し得る。

(.uポット (高さ33αn直径29clllの陶器製園筒)内に於てのク ローJレピクリシ

の使用は30ccにて100%の殺虫力である、

(ら〕 クp ......)~ピクり :"!J- 霊 童白々及。(7.1\ヰ自'~<L 土佐中華E虫有~.Q拒匿はECUIJ内外で

ある。

(s) DDTは[1)%粉剰が最も有効で乳剤として殺虫有数限度は0，1%と見る。

(7) クロカミキリ幼虫~主主験的に本クープJレに韮織 し24時間 t千均温度U;oC)

放置中に於て之を b可;に喰害することそ磁認してゐる。

(8) クロカミ キリ幼虫は土中(平均温度10、lOC)にて 30Clllも移動する個体が

ゐるので、該虫の活動期には可成の移動力~有する ものと考えられる。

日虫 害 K闘す る針策

(1)衣クープノレそ新設する際に被害の1呉れああ地帯は間接埋設が安全でトある。

(2)本クーゾJレ既設のもので被害地帯に属する ものの該虫駆除にはク ローJレピ

クリンの注射による ι苦蒸とDDT:乱期!の撒布とが有数である。

(;')ク ローノレピクリンは、比較的古い伐株附近の慎蒸に、DDT乳剤]は比較的新

しい伐除のJm際部に{実用すべきで‘bる。

(4) 本クープJレ防虫には防虫陶器管~使用し更に1 防虫直聞の南端、 陶器管の各

端部内田7にDDT粉)~ (10%) 0 ，除虫菊1の割合に混じた薬;~~~!)OOgr ;æfJtt充し陶管

外部トニυ'.DDT粉剤UI0Ugrを11:布すると主要する。
(fi) クローノレピクリンはクーフソレより:iOC111上方でEつクーフソレより 15CllJ左右

の千鳥羽に片側の距喰hllづっ隔てて注入するがよい。

(t"，) l!LS年以降0〉伏杉iえは剥皮 LDDT~t腎UO.2%液.tæ' J主布せねばならない。

(，)都城、鹿児島問I})被害の恐れある地帯 208，CnOll) ¥こ劃しては陶器管に依る

防虫工ミド.:a-必要と認める。

(8)都城、飯野間0)既設クープJレに主主Iしては少 くとも 、18，3211110)聞はク ロー

Jレピク リンのお¥入-a-行ひ、DDT坑制 (0.2広液)はJ，915111の問、伐株4，048に

ついて撒布すべきでbる。

f 宮(h~:λ・製慰問昆虫拳教室にて Marcb lD50) 
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光週反感をする植物

中 山 至 大i

宮崎帥範接校

植物は明i帝(蓋夜)の相当社的長さにit.jして一顧の反躍をする。此の現象~光

週律 C?hoto-periodisl¥1)と云う。

普通光週律と云う場合は主に植物の生殖器官が反臆する場合が取上けられて

居るが、落葉・休眠・地下室の肥大・若返り等にも関係する。此慮には生殖器

官の反感如何によって植物そ分けて見ょうと思う。

被子植物では革本はよく反修するが1・2年性草木は多年性革本に比して反臨

するものが多い。 !!Pち日長の長い場合に開花する長日植物・日長の短い場合に

開花する短日縞物・ EI長の長短に感じない中間植物(無感植物)の3群に分け

られる。女に各群の代表的:植物をあけよう。

長日植物 ヒメジヨオン・/1，ク V ンソワ

短日植物 コスモス・アサガォ・オナモミ

中間織物 ノぶロギク・ハコベ

木本植物の生殖器官は瀧木に於ては反臨するものが多少認められてゐるが、

喬木では今の所認められてゐない。A1aschkov (1935)によると暖地性のニセ

アカシヤを νニング.ラード(長日)で栽培した所凍害を受りた。これを短日底

理した所耐寒性~増して凍害をまぬかれたと言う。叉 Kralller (1936)による

とトネリコ等監種の植物ぞ長日鉄態におくと休眠期そ短縮出来ると云う.

此様に生殖器官(花・果賢)は反隠しないか信喬木は無感、植物に属する。

シダ植物の真シダ類は未だ賢験報告が無いから判らない。一般に多年性植物

は生殖器官だけか ら見ると、反臨するものが少いか ら、 筆者の考えではおそら

く無感植物であろうと思う。小説シダに属する陸生シダはKaぱhold(941) 

によると、反臨は無いと云う。

筆者 (1941)は 「雑草の光週律j研究の際、水生シダに属するサンシヨクモ

~験したのであるが、此植物は鋭敏な短日植物であるこ とが宇1Jった。即ち子襲

果の形成は、短日直 (8時間)は長日直 (24時間)・自然直(約14時間30分)に

比べて約30 日早かった。 短日直は鹿理後10 日で、子麗果~明瞭に見る事:が出来

る。子襲果の直径0.5.....O. 9111111に護育する。

短臼庭理回数何回で後作用 Caffterefect) ~示すか、即ち限界回数を調べた

所、短日露理回数3回の場合50%、5回の場合約90%の反聴を示す事が判った。

=(~4)= 



蘇苔植物のゼニゴクに就いては、Wam1CHJ2う)、 Voth瓦ひ・Hamner(191旬、

Kaufhold (1941)によると長日植物であろ事。が判った。

即ち蔵精器・戴卵器は短日直よりも長日直の方が早〈成熟する。

葉扶植物の桂藻は、RiethC1939--1940)によると日長の長短の影響はうけ

ぬと云われる。 1920年光週律が護見されて今日まで大体以上の研究がされて居

るが、今後の研究で反臨のある新しい植物が深山判る事と思う。(~. 20. 1949) 

宮崎!孫の追加すべき虻類

市 場 手IJ 哉

宮 崎 農林専門運委校

さきに松津氏(1948)が本願藍の虻として11種.:a護表したが、その後同氏及

ひa筆者の調査により尚追加すべきもの5種.:a得たので、こ h に追加護表する。

1. Tabanus CTabanus) cordiger MElGEN ヒメシロフア プ

2. Tabanus CTabanus) miyazima RIOARDOシロアシアプ

3. Tabanus CTabanus) chrysurus LOEW アカクシアプ

4. Tabanus CTabanus) iyoensis SIDRAkl -1ヨシロ才ピアプ

5. Tab訂lUS COchrops) sp. キ4ロアフ'一種

以上の如くであるが、この中シロアシアプ、アカクシアプ、 4ヨシ11才ぜア

プは本!醗の山間地帯に産しその教も少くないもの〉様である。他の2種は2Ji地

にも多 く産し、 キ4ロアプ一種はホ Jレパートア プと混じて棲息し、叉よく酷似

ぜる種で診るが同一種とすることの出来ない差異がある。

=(25)= 



• 

宮崎!採産植物目録補遺 Cll)

卒 回 正

宮崎農林専 門墜校

19~7年日野及遠藤雨氏に依って殻表の宮崎将産植物 fl銑に昨年5:)種穎~温加

レたが、更に今盟93極 9境遇l.li:i饗撞計103種主主追加する。既設表のものと合し

て158種類を追加することになる。

コク シノブ科 (Hy'lllenophyllaceae)

ホソパコクシノブ(桝谷村、lXfi，-48)、 オホコナシノプ(澗谷村、116， 

→め 、アテホラゴ、ク(桝谷村、IX九 -43)

ワラぶシ科 (Folypoaiaceac)

ヌリトラノ テ(三納付、VJi.5，ー封、瀧一郎)、 メヤブソテツ(米良村仮谷

~ ~ ， -47、松海寛) 、ミヤ ジマシ，. (~t~邸付猪八重、 lX 4 ， -4S 、 消谷村、 K

s， -48)、 シ ロ ヤマシダ (ニIt j~I\Þす猪入室、 ]X 4 ， -48) 、 4ハへゴ(米良村村

所、 ~' (j ， -46、小林町、 X 17，ー灯、永チi二選) オナガクラぷ、シ(三納村、四 10

-48、瀧一郎、洞谷村、lXb，-4j)、 シマハチジ ヤクシダ (三納村吉田、 vlll

10，-48、瀧一郎)、 オホパ 7 -vクサシダ (~nJ~B11猪八章、LX4，-4旬 、才ト
コシダ(北手QJI;fサ精4八室、lX4，-48) 

ヒユ 科 (AlIlarantaじeae)

ヤナギイ ノコツ守(瓜生野村、:xr8，ー-4旬、 ヅルノグイ トウ (宮崎市大捷

路、:xr4，一指)、ヒ ユ(宮崎市、 xrH，-~旬、ハ リ ピユ(住吉村、 X 10，-48) 

ヤマコ事ノマク;f;千 (Phytolaccaceae)

ヤクシユヤマゴ・パヲ(下北方、 Xム-4.7)

キツネノボタン科 (Raminct吐aceae)

ヤマ トリカ ブト(青チ|ニ岳、lV27， -41、若林董遣、 111南村、IX 15，-48) 

プナ科 (Fagaceae)

ブナノキ(市湧山、 EIS，ー折、霧島山、-]X24，-4s) 

タ デ科.(Polyganaceae) 

クラタロ才ホ 4ヌタデ(宮崎市、''I3， -48) 

モク V ン科 CMagnoliaceae)

才ホヤマ νング(霧島山大浪池、'¥'17， -41、若林重道、市房山、 Yj[30， -48 
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森本辰雄)

マン耳、ング1)"[;>十 CCr斗ssulaceae) 

ツメ レ ング(都凡:1卵、羽川 - ~8、繭岡貞敏)ヒメ V ング(日向ラ 4 ン、 V 
16，-.j8) 

・ノf ラ 科 (Ros<1cea色〉

コゴメ クツギ(霧島山、 n9， -47)、 クサぷ・ク(宮崎市、V25， -41 、 ~Jl島
中岳、vli， -47)パライチゴ(杉安、 X23-4旬、クサ 4チゴ(市房山;ぷ

-.jG，都井岬、 i13，--V)、エピガライチゴ(霧島山白鳥、1x24，-46) 一

マ メ科 CLegUillinnsae)

オホパヌスピ トハギ 〔宮崎紳宮紳布.¥lH 20， --48，川越妻子)
e 

ヤフ‘マメ(持蝶山、"XI21， -41、若休重道、l尽生野村、.xr9，-48)、ニハフヂ

(双石山、 X26， -40、霧島山、 i'l7，-47)、 クサフヂ(崩野峠、 X17，-41)

カタパミ1，;;1・COxalidaceae)

ムラサキカタバミ(部井岬、V20，-41，若林重道、宮崎市、:xr 9，-48) 
マツカゼ・サヲ科 (Rutaceae)

シマクロキ(尾鈴山、¥][11、一品、都5月刊卵、"¥'II8，-46) 

ヒメハギ科 (Polygalaceae)

ヒナノカンザシ(宮崎市、1x1.5， -47) 

ミヅハコベ手;ト CCallitrichaceae)

アハゴク(宮~I奇ñJ 、 JV 20，-46) 

ハゼノキ科 (Anacardiaceae)

ハゼノキ(双石山、 Xが -40，岩戸村、 X19， -41) 

カへデ科・ CAceraceae)

コハクチハカへデ(霧島山大浪r也、1x23，-46) 

トチノ キ科 (Hippocastanaceae)

トチノキ (高千穂町、X19，-41) 

トクダイグサ科 CEuphorbiaceae)

タカトクダ-i (闘之尾、'120， -48) 
プダ ク科 CVitaceae)

ヤマプダヲ(高千穂町、 X19，--41 

アフヒ科 CMalvaceae)

フユアフヒ(宮崎市、 V21，一品、森介計)
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サJレナシ科 CDiIleniaceae)

マタタピ(塁審島山、"VI7，-4才、北川村、 W15，-47、酒谷村、 lX 7， -48) 

才トギリサク科 CGuttiferae)

トモエサウ(北川村、¥T 11 ，一旬、吉江清朗、都井出I~ 、 '17 ， -46) ， 

ヂンチヤクグJ斗 CThYlIlelaeaceae)

コセヲノキ(双石山、i¥':?4， -41、若林重道、三股村、VI[6， -48)、ガンピ

(双石山、 X2t3，-40、尾鈴UI、xl8， -4~、青井岳、 X 17，-46) 

アカパナ科 COenothe了acc;C，e)

チヤクヂタデ(宮崎市i):xr 8，-43)、才ホマツヨ 4グ・サ(宮崎市、酒 6，-

48)、イハアカパナ(澗谷村、 l:{L， -48) 

ウコギ ー科 CAl'<'.liaceae)

トチパニンデ シ(双石111，V 5.-48、藤井一美、三股村、VI[fi， -48、，i何谷

村、lX7， -48) 

サクラサヲ科 CPI百muv，cee.e)

ミヤマコナスぜ(高千1)軒町、 Vll 10-t~i松浦彰一)

イチヤクササヲ:flCPirolaceae) 

クメガササク(双石山、 IXD，-48松浦彰一)

ヤブカヲジHCMyrisinaceae) 
カラタチパナ(鵜戸村、Us，-46)、 ハマウド(泊津町、V8， -47)、 ヒ

カグミツパ(崩野111序， x 17， -41、組問ー山、玄 18，-41) 

ヅヅジ f;;l'CEricacea心)

ベニドクダン(霧島山、 vi8.-47) 

イヅマヅ*，;1，(Plumbaginaceae) 

ハマサジ(細島、V，23，-4-8)

ハヒノキ科 (SYlllp1ocaceae)

カンずプラクノキ(::ft~邸付猪入盤、lX 4，-48) 

リンダク1斗 (Gentianaceae)

ハノレリシダワ(小林町、 JV10-48永井アキラ)

クマヅヅe ラ手~ CVerbenaceae) 

オホ Jレリソク(酒谷村、lX6，-48) 
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クチ'eJレパナ科(工.abiatae)

タニクヤコヲサヲ(酒谷村， 1x 6，-48)、 ミヅトラノテ〈下北方、1x14， 

-41、日野巌、清武村、 X7.-47、川南村、 X15，-48)、シモパシラ(双

石山、1x21，-41、日野腰、北郷付、1x5.-48、Jlf南村、1x16.-48) 

ゴマノハグサ1斗(Scrophulariaceae)

アプノメ(宮崎市、v.m:28. -41)、アゼナ(宮崎市、酒 29.-41)、スズメ

ノタクガラシ(宮崎市 'T5， -48)、クチナシグサ(宮崎市、1x5，-48) 

キツネノマゴ科 (Acanthaceae)

スズムシサク(宮崎市下北方、:xr14.-41、日野巌、本a町、 X 13，-48、
森介計)

アカホ科 (Rubiaceae)

フタパムグラ(宮崎市、 ~I 5，-48、森介計)、ヤマムグ.ラ(霧島山、百 8，

-i7) 

スヒカヅラ科 (Caprifoliaceae)

ソクズ(富高町、 Y25.-48、三股村、曹に-48)、 ゴマギ(Jlf南村、竃

16.-48) 

キキヤク科 (Calllpanulac回 e)

サハギキヤヲ (JII南村、lX16， -48) 

キク科 (Compositae)

ヒゴタ-1 (::三股村、羽 6，-48)、才ホデシパリ(宮崎市、 XI9，-48)、タ

ピラコ(妻町、 IV20，--*7、宮崎市、 Y10.-47)、 ノコギリサヲ(祖母山、

X 18，-41)、コウモリ サウ(謡島山、 118.-47)、ア 4ノアキノノグシ(青

井岳.Vl 2丸一41、組母山、 X18，-41)、 ヤマアずミ(双石山、 X26，-40 

都井岬、''lI9. -46、祖母山、羽117.--16、霧島山、lX23. -46)、ヒメヒゴタ

イ(米良村、 XIZ.-------io6) 

ホモノ科 (Grall血 eae)

ヒメアプラススキ(宮崎市、 Y21，-41、尾鈴山lX9.-48、Jlf越好〕、コカ

リヤス(下北方、 Y21. -41)、 サヤヌカグサ(双石山lX23.-41、若林重

道、瓜生野村、:xr9，-~句、ヌメリグサ(都農町、lX 9，-4旬、チカラシパ

(高千穂町、X17.-41)、ア オチ カラシパ(JlI南村、 X8.-35、宮揮文吾、

宮:1崎市、 X10，-48、生自村、:xr7. -48) 
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カヤヅリグサ科 CC子perace九e)

カハラス ガナ(小林町、:OC28，-13、永井彪)、 才ホアプラスス子(青井岳

、122， -41)、クナスグ (宮崎市、lV20，-16)、 ミゾザガヤヅ リ (小林町、 IX
28，一回、永井彪、ヒ メテンヅキ(小林町、江 28，-48、永井彪)、 ノギラ〉

(尾鈴山、VJ[11， -46) 

テンナンセク科 CAracae)

ヒメクラシマサヲ(市木村、lX9，→7) 

ピヤクプ科 CStelllonaceae)

ナペワリ(日向ラ 4ン、 V16， -48) 

ユリ科 CLiIiaceae)

ヅクパネサウ(滞塚111、1v20，-41、若林重道、 霧島山、VJ. 8 ， ~持、松浦彰

一)、キ チデヤウサク(鰐塚山、>>:19，-48、藤井ー美)、アマナ(小林町、

N 50， -48.永井彪)

アヤメ~十 (Iridaceae)

タ V ユエサワ(小林町、iV5， -48、中村法耐)

ヒガンパナ彩トCAlllaηIllidaceae)

キンパ4ずサ(者fl農.町、四 16，-46) 

ヤ"71モ科 CDioscoreaceae)

カ A デドコロ(双石山、 X26， -40) 

ミヅワラビ科 (p丸rkeriaceae)

ミヅヲラピ(住吉村、:OC12、-41、若林重道、宮崎市、 X18，ー錦、藤井一

美}

ラシ 季ト C0 rchidaceae) 

ミヅトンボ (双石山、 X26，-46) 

註:採集者名:a-示さぎるものは著者の採集による。
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児湯郡三納付吉田附Q[の羊i塩類

帯主 良5

宮崎師範謬校

本白銀は筆者が昨年(1947)より調査採集した三納村吉田附近の羊歯類でーあっ

て、 鑑定は日頃ねんごろにお教え下さる松屋寛氏正王子岡正一氏の御指導のもと

に行ったものでaうる。ここに南氏に到し厚〈感謝の意;a.表する。

目録

I， キジノ才シダ科

モジノ才乙ダ(片内2/JlL-48 長谷板後4;唖，-48)

]:， クラジロ手ト

ウラジロ(吉岡 23/:粗，-47 後谷4ん-48) コシダ(吉閏23/:札 -47後

谷 18/1，-，18，宮下15/1，-48)

盟， カニクサ科

カニクサ(平野5/W，-48，三納平野 11;Vlll， -18，樫野1:3/咽，-48)

11"， ゼン~--I存j.

ゼ・ンマ イ (板後4〆V.!IL--48，舶壕 11'¥'111-48，吉田 23/X[-47) シロヤマゼ

ンマ--1 (お瀧15/1-48，後谷6/H-48)

V， リユク ピンタイ干斗

リユクピ ンタ ィ(お詰a2R/斑，一-48)

¥'[， ハナヤスリ科

フユノハナワラビ(後谷 7/X1，-48 

'll ， ウラぶシ科

フモトシダ(片内2/]][，-48、平野燦野、1f-郡13/''111，--1-8、お瀧 23/:XL-48)

--I;i!.シダ(;慾野、手郡、高三納 13/羽，--48) ホラシノプ(吉岡 23/x[，-

47) エダヲチホシグクシダ(長谷羽音 13/xr，-48) シノプ(麓10/X，-

48 吉悶 81氾l-i8) ヲラピ(板後ι/Vllし一応、吉田 3/Xn，-48) イノモト

ツワ(吉田23/xn，-47、纏野卒郡1.i/VllI，-48) 才クパイノモトソク(後

谷 ，1/1，一倍、片内 2/11.-48、板後 4/唖，-48、唐仙 7/羽，-48、久友野 15

I V1L-48) アマクサシダ(吉岡 23/:xn，-47、平郡 131咽，-48) ‘ オクパ

ノハチデヨクシダ(後谷6/'1，-48、長谷翻昔 13/:XL-48) オウパノアマ

クサシダ(後谷6/'1，-48) シマハチデヨウシダ(板後4パ'111，-48、 お瀧
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23/x[，-48) タチシノブ(宮下15/1，-48，久次野15/V1，-48) ハコネ

シダ(片内2/1[，-48) イワ ;ゲネゼンマイ(久荻野 15/VJ:.-48、 お瀧2，')/斑

-4.8) イワヵ・ネソヲ(吉田 :io/xn:， --47，板後-I./VI[，-48) シシラン(板

後 4/VI[，-48、久次野 15/1'1[，-48) シシガ シラ (宮下 15/1，-48，片内 2

/]L一旬、板後-i/¥'lI!-4S，}舘野 1:1/咽，一指) コモチ シダ(吉田23/XIL-47

久友野 15/札 --+8，お瀧23/X[，-48) オクカグマ(長谷翻音 13/XI，-48) 

トラノ才シダ(原田 11/I'I[，一倍、吉田 3/XI[，一48) ヒノキシダ(板後41市

-48) ~ リトラ ノオ (久友野 1 5/ V!U， -48) クルマシダ..(後谷4/1，-48)

ハヤマ シダ(お瀧23/xr，-48) ホクピシダ(お瀧23/XL-48) ア才ガ

ネシダ(板後4/VlIf，-48) へラ シダ(吉田 23/xn:，-47、宮下15/I，-48、

片内2/1[，-48、賠11117Jv][，ー錦、久友野15/VIII，-48、お瀧 23;:XI:，-43)

ホソパシクシダ(お瀧2:VOC，-48) シクシダ(樫野 13/1'1[，-48， おì~B

23 ;)[，-48) ノコギリシダ(後谷 ~/1 ，-48 、 宮下 15/ 1 ， -48，片内 2 1 ][' -

48 、 唐古11 7 / \1l[ ， -4S、久友野 15〆 V1[， -48，お瀧 2~) / :札 -48) -1ヨ クジャク

(後谷6/VI:，-48) シロヤマシダ(お潟23/Xf，-48) タニ4ヌヲラピ

(後谷23/¥11[，-48) クマワ ラビ (久友野15/1'1[-48) --!ヲへゴ (湯牟田

13/¥1JI，-4S、久友野 15/肌一錦、お瀧23/xr，-48) オクミツデ(片内 2/][

-48、後谷6/VI，-4.8) ナガパノ 4タチシダ(後谷23/札 -48、お瀧 23/延

-48) ベニシダ(吉田 23/}.1[.-47、後谷411，ー錦、片内 2/1，-48，唐仙

7/vm，一旬、樫野、高士三納 13/I'IL-48、久友野15/1'1し-48.観音13/斑，-48

お瀧 25/xr，-48) トクズクシダ(板後4，VW:，-48，お瀧23/11:，-48) '" 

Jレパペ ニ シダ(吉田 ~/X['，-18) ナチクタヤク(吉岡 19/:xr.-48) --!タ
チシダ(後谷4/1，ー錦、片内2/1，-48、唐仙iIVI[，-48、お瀧 23/:xr-48) 
キヨスミヒメヲラピ(久荻野15/VIH，一生8) ハ シゴシダ(島田 11/1'1[，-48)

ハリガネヲラピ(観音15/斑，-i8) ヤヲラシダ(千郡13/咽-48) ヒメ

ワラピ(お瀧23/刃，-48) イヲヒメワラピ(お瀧23/:xr， -48) グクグ
ジシダ(高三納 15/VlH，-48、お瀧23/)[，-48) --!プキシダ(久友野15/1'1[

-48) ミゾシダ(吉岡山1xn:，-4i、後谷10/1，-48、久次野 15/~札 -48

お瀧23/:xr，-，~ 8) ホシダ(吉田 23/XU，-47、宮下15/1，--48、片内，21m

- J8 、 ;仮後 4/VI[，- ~8包般家 11/'11[.-48、原因 1己/VJ[ ，-48、久次野15/羽-

48、お瀧2:3/斑，-48) ホソパカナヲラi".(吉田 1O/i'L-48、お瀧23/:xr-
48) オヲカナワラビ(宮下 15/1，-48、高三納13/¥'DI，-48、お瀧 23/XI-

生8) オト コ シダ(後谷 ~3/Vlll，-48、お瀧2.'31xr ，-48) リヨ クメンシタe
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(後谷13/1，-48、お瀧23':Xr.-48) "ノデ(後谷4，1，-48、唐骨117/唖-
48、高三納1::l/VDl，-48、久次野15/VIL-48) ジユクモンジシダ(久友野

15/VIII，-48) オリヅJレシダ(後谷6/¥1，-48、お瀧23/:XI，-48) ヤブソ

テヅ(後谷4jI，-48、片内2/llf，一48，唐仙 7/VIL-48、観音 13/Xl，-48)

アミシダ(後谷2B/VJ[，-48) ミツデクラポシ(宮下 4/VJ[，-48、久次野

15/Vli， -48、麓8/VlIl，-48) タカノハクラぶシ(久友野15/VIl，-48)ノキ

シノプ(後谷13/1，-48、宮下15/1.-48、年之守11/寝，-48) オナガク

ラボシ(久荻野15/1'][，-48) ヌカぷ、シクザハラン(吉田 23/X[，-47.後

谷4/l，-48、宮下 15/1，-48，板後4/酒，-48、久友野15/咽，-48， お瀧

23/>>:，-48) グリハラン(後谷13/1，ー錦、宮下15/1，-48、片内 2/][-

48、板後4/噛，-48、唐仙7/Vlll，ー48、お瀧23/刃，-48) イヲヒトデ(片

内2/1[，ー錦、 唐fal7/羽，一品、お瀧23/斑.-48) ヤリノホクリハラン(板

後4/理-48) "ヲヤナギシダ(久友野11)1VJI.-48) マメツ"~ (後谷23
!VIJ[.-48、お瀧23/>>:.-48、吉岡3/X1!. -48) ヒトツパ(宮下15/1-48、

片内2/][.-48、板後4/咽・-48、久友野15/沼.-48、お瀧 23/>>:，-48)

以上 31層 81種
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尾鈴山に於ける羊歯類の垂直分布に就いて

活包 良日

宮崎師範撃校

はしがき

筆者は今年 (1848)11月28日から11月30日の 3日間にわたって尾鈴山の羊鈎

類の垂直分布ぞ調査した。次にその結果を示してみる。今般は降雲の矯鑑定不

能のものが二、三まうったがこれは後程の調査にまつ事にする。

最後に日頃懇篤なる御指導をたまわる松様寛先生と平田正一先生に厚〈御嘩

伸し上ける。

「三二よ 海抜1111" 
種 類 ----一一-=--IV 200 400 600 800 1000 1200 1400 
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エノ シ' カ" ン〆

ハリガネ シダ |

-す

イワ

ジラン l

ガォ、ソ ウ l
ク ノレ マ シ ター t

~リ トラーノオ

オワミヅデ

ヤ プソテツ

オ ナガクラ ぶシ
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トキヲシ タe
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宮崎リンネ曾記録昭和23--24年度

I 線 曾 並例 曾 之部

第四回例合 2月21日 | 大宮高校桐野一洋

1，微生物の生存競争農幕外山信夫 I4，二十の扉笥合本庄高校 337島泉
2，大陸の思ひ出 農試近藤鎖馬 |第二日青島探集合

3，懇談所謂化ける動物の正休に |第三日

ついて司合第二高女富永武義

第20回例舎 4月17日

1，宮崎鯨の生物 農専中島茂

2，足の主義 坂本龍七

3，日本昆虫文撃 師範七{康桂子

4，生物採集の方法，昆虫標本の作り

方，採集用具 農専本合幹事

1， tf:t橘搭腕病に就いて
本庄高校島原輝男

2，本懸の特徴Sうる害虫に就いて

農専中島茂

3，座談合司舎本庄高校萱島泉

第20回例舎 9月18日

] ，植物漫談 宮崎種苦矢野勇雄

第21回例合(粂昭和23年度組合) 1 2，ナマズについて 農専奥野博

5月15日|3，話の泉 宮中四本正秋

1.松の傍撒性 農幕野謹忠光|第24回例合 11月20日

2，新しい日向産硬質菌苔数種に就い| 市内中拳生徒研究護表舎

て 農幕平田正一 1-1，雌蕊の調査 宮中横川春江

第22回例曾 6月19日 1 2，雄蕊の研究 宮中幅永カテエ

1，植物の刺戟作用 農専森介計 1 3，蚊の飼育 宮中小坂八重子

2，採集品の紹介 農尊前井一美

ムコクザク及びココクサ.ク

師範松海寛

4，採集団顧談 農琢脇坂孝雄

5，人体脳の諸問題 田村忠雄

夏期講習合=8月11--白日

第一日 高校生徒研究護表舎

1，本庄地方の松の被害調査

4，タパコに就いて

大宮中 三窪千恵子

5.主主透塵に就いて大宮中小川千代

6，話の泉司合 宮中四本E秋

7，才キナハルリチラシの紹介

師範松揮寛

8，粘菌紹介 農専平田正一

9，粉乳につく昆虫の紹介

本庄高校 堤 雄 | 農専中島茂

2， 2-3の漢襲についての考察

本庄高校渡謹綾子

S，日食時hこ於ける継物と策温

第25回例舎 1月22日

1，シペリアに於ける昆虫 川崎正義

2，超短波鹿現に依る紺橘の影響と巣

=(37)= 



賓パエに封する111fJuenceの問題

本庄高校萱島泉

3，地質製に就いて 師範遠藤尚

第26回例合 2月10日

1，宮崎J販の植物分布農専脇坂幸雄

本庄高校岡元和好

倉問温司

2，寄生植物調査本庄高校 松尾良行

止本庄川岸の植物群落調査

本庄高校回選ミラ

2，リンネ舎と私 農専関谷昭二郎| 岩切4ヅ

3，科墜トピヅク 師範松浮 立 | 夏期講習合 7月.:11日一8月2日

4，温室t漬物の紹介 盛専森介計|第1日

ら，虻に就いて 農専市場利渋|動物官脆:ヒドラの観察， トノサ 7 カ

第27回例舎綿舎 4月23日 1. ......}レ心臓の翻察 農専清水禁

舎長改選 農専~回先生互選|第2 日

合費年150閣に決定 |植物資験:顕微鏡永久標本の作り方，

第28回例合 5月28日 |植物線翠葉の解剖観察農王手 平岡正一

1，鯨下新産植物紹介農尊平田正一|茶話舎

2，懸内珍昆虫の紹介 農尊奥野博司|第3日本庄支部と高岡町にて合同採集

第30回例合 9月17日第29回例合 6日25日

1，日長と植物 師範中山至大|教育政話合 o臨枇舎教育課)
丸馬鈴薯グ1-1ラス病診断

農専手間正一

3，陛下青島行幸の感想

第29回例合 7月30日

農尊:ヰl島茂

子供圏森山基次

1，貯蔵叙物の害虫について

1，明日の醤'著書

2，科準教育博物談

3，世界の食糧問題

4，合衆園新西部

ム農村共進禽

6，漫詣

E 採集 曾 之部

1， T守升ニ岳 4刃18日 参加者 33名 8 ， 宮崎市~Il宮，水源地 5月 15 日

2， B 1勾ライン 5月16日 参加者40名 ! 多加者 24名

3，絞脅fl苗悶，細島地及び伊勢ク前 : a，霧島1116月11-121ヨ参加者 30名
5月2注目 参加者 25名 ， 10，高岡町(本庄支部との合同採集)

4，生白話41駐 6月6日 参加者 24名 8月2日参加者 23名

5，青 島 8月12日 参カ加日者 4必3名 ;1口1，育剤労.岳 9月2お5日 参力加日者 印

尽，双石山 9月2お3日 参カ加日1者普 3部5名 ，12乙，杉安， t穂恵ニ北i化じ 10月2幻3日参カ加日f者者 11名
7に，却勘j入山 4月2却9日 参カ加日者 1日6名 1
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生物研究接表岡山
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友

原

部

野

木

岐

部

国

長

鳥

渡

桐

荒

萱
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イ疹

光
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村四

森

校

校

校

校

校

校

校

校

佼

世

帯

蒋

高

高

高

e

高

高

高

高

高

高

鍋

庄

庄

宮

鍋

庄

庄

宮

宮

高

木

本

大

高

本

本

大

大

農

農

宮崎農専階段教室日時

講演

1、稲の晩植栽壊に於ける生育相
2、紺橘J1-f腕病の調査
3、漢薬調剤の賢験と休験

4、壁光燈の効力
ム植物の細胞に就いて

6、東諸l臨郡の竹の調査

合場昭和23年10月5日

桐野一洋 三等渡部綾子

合場宮崎大接農事部階段教室

7、本庄地方に多く飼養される鶏について
8、玉葱細胞の原形質分~ff:

9、モンキアグハの生活史
10、 スペリヒユの再生現象

受賞者

一等-烏原時男 二等

時昭和24年11月13日日

博

4ヅ子
ミラ

和

政

泰

漏

憲

洋

好

司

諜

男

明

忠

恵

子

慧

幸

猪野

岩 切
周遊

桐野

岡元

岡元

太田

鳥原

高尾

氏川

橋永

熊瀬川

高等謬校之部演

カピ類について

講

大宮高校

本庄高校

大宮高校

本庄高校

大宮高校

大宮高校

本庄高校

大宮高校

大宮高校

本庄高校

，大宮高校

本庄川原の描物群落調査春秋の謝格試磁

盛光誘蛾燈の効力及びこれに伴ふ諸研究

マツノキ 4ロコクイム シの生態撃的研究

井戸内より出たる生物に就いて

葉脈僚本製作法

dモリの斑紋の地方費異の研究
植物ホルモンが成長に及陪す影響

環境の饗化に1*点、蝶の形態的要化について
ニクパエの幼虫の光に劃する研究

虫垂炎に就いて

子
，ー・4τ 

村涼

堂守

木

三

宮 中

大宮中

部之校接中

花粉の形に就いて

昆虫類の特性に就いて
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私家の鶏の産卵教に闘する調査

麓芽に就て

植物の蓮動に就て

宮中

大宮中

大宮中

宮崎泰子

押川唯信

高橋 千代

受賞者高等感校之部 一等氏川忠二等岩切4ヅ子謹回ミテ

三等桐野一洋

中接続之部 一等押川唯信二等宮崎泰子三等高橋千代

園 生物採集品展覧曾

日 時昭和24年11月11日より3日間 合場宮大盤撃部植物賓験室

臨募採集品

1、動物に闘するもの 29，点

内謹大宮高校(11) 大淀高校 (6) 大宮中墜 (9) 青島中感 (3)

2、植物に闘するもの 7点

内語大宮高校 (3) 清武中撃(1) 大宮中製 (3)

受賞者

一等氏川忠(大宮高、昆虫) 山口研二郎(大宮高校、昆虫)

三堂守行(大宮中、昆虫)

二等湯田博夫(大淀高、昆虫) 三好百合子(大宮中島妻、貝類〉

伊藤信雄長友善美(清武中、植物) 古賀章靖(大宮高、菌

宮)

入選北川鈴(穴宮中腰、貝類) 小川千代(大宮中、措葉)

=(40)= 

--



投稿についてのお願い

(1) 題名察校名氏名在入れて，組上り l寅は約 l()OO字ですから うまく

頁な塊める様に書きまうけて下さい.

( 2) 文中の数字は主と して算用数字 (]8.2.))な使用し，横文字は活字体

で明瞭に，左から右へ積善寺きにして，平仮名で。動舷物J)種名， 洋語

は片僚名で書いて下さい。

( :l ) 祭主，生徒の投稿(ま先生に見て頂いて佼JE後提出して下さい@

( -l-) 原稿右上問に頁数々記入して下さい。

( 5 ) 凸版，潟買ーは受付けません。

(Ci) 原稿は賓験，観察， 綜説，紀行等本人の創作によるものでなければな

りません。

(1) 原稿の採否(対稿料幹事に一任させて頂きます。

( 8 ) 次の原稿締切りはl~月末までとします.

宮崎リ ンネ舎報.第lS競

昭和2f)司王9 月 ~5 日印刷

昭和25年9月初日畿行

軍基行 所

編 斡余
畿行人

宮崎!I y 'I・舎

宮崎 11:;..;ヰ、~報編輯部

宮崎市橋遁 3丁目

印刷者小 倉祭嗣

宮崎市高松遜 1丁目

印刷 所 平和印刷株式合枇



宮崎 Yンネ曾報 第四競正誤表

頁 1 f行上よりJI 談 正

d ‘) 10 Lべると しらべると

4 21 と云へり と言へり 。

5 7 L由主し しかLて

5 23 (8) (3) 

6 4 美々地小 美荷津小

7 18 CAgelenali m batet Th.) I (Agelena Jimbatet Th.) 

16 最下行 kてL とんて

‘3 17 本ケープノレ!vi虫 本クープノレの防虫

2~ ~5 18，321rn 1832.1m 

ベ~ コ4 ミグトシホ・ ミコFト;/Jt.' 司し

31 9 モグノオ Uダ キミ:>'ノオ i/!1-'

31 最下行 ジT ノ、サOヨウジダ J、サダヨ守シダ

35 4 ゲジゲミ:>':7ダ ゲグググジダ

36 1 コダ V コシダ

36 2 メマょ;1'd< マメ :;1'タ

'37 左側:&l 前井一美 藤井一美

37 宕欄14 ナマグについて 動物の体色軍基化について

37 右側14 奥野官事 奥野博司

39 11 大宮高校黒図修吉 本庄高校宮部雄

39 12 大宮高校 大宮高校黒田修吉




